
 

整形外科研修 

 研修目標および特徴  

1. 医師として研修を行う礎として社会人としての常識を身につける。 

2. 医師としての責任を自覚し、「思いやりの心」を持つこと 

3. 整形外科が対象としている疾患は何かを把握し、整形外科医としての一般の基

礎技術（診断・治療）を身につけると共に、その人が有している疾病や障害を総合

的に評価できること。 

4. 整形外科の対象疾患は多岐に渡るため、様々な専門分野がある。当院では、関

節外科（主に人工関節）、スポーツ整形外科、脊椎外科、手の外科、リウマチの専門

分野を設け各分野での高度医療を実践しており、それを経験してもらう。 

 

 研修内容（方略） 

１．ローテート方式 

2ヶ月間（最長 10ヶ月間）の研修期間とする。整形外科が対象としている運 

動器疾患（例：骨折、変形性関節症など）は多彩であるため、他科を将来希望 

している医師においては、基礎技術（診断や検査など）を主に習得してもらい、 

整形外科を専門家として希望する医師においては、一般的な整形外科分野だけ 

でなく、専門性の高い分野にも触れ、将来の進路の参考にする。 

２．整形外科研修内容 

外来見学を通して、整形外科一般の診察（診断・治療の組み立て方など）を 

修練し、それぞれの主治医とともに一人一人の患者について病棟での受け持ちを

行い、手術にも助手として積極的に加わる。専門外来にも参加するかたわら、症

例検討会、集談会などに自分の関連した症例を発表する。 

外来：一般整形外科や外傷・専門外来を見学し、診断技術を身につける。特に専

門外来において、整形外科特殊診断法の指導をうける。 

手術：自分が受け持った患者を中心に手術に参加し、整形外科の基本手技を身に

つける。 

病棟：カルテ記録、整形外科スタッフについて病歴の聴取・診察法・検査の手続

き・患者さんへの説明・手術準備・注射・創処置などの指導を受ける。 

 

 指導責任者 

岩﨑 幹季 

       



 

 週間スケジュール 

曜日 AM PM 

月 

 

抄読会・症例検討会        

手術/病棟 

手術/病棟                

火 

 

部長回診       手術/病棟 手術/病棟       

 

水 

 

部長回診       手術/病棟 手術/病棟 術前カンファレンス 

研修医向け講義・実技 

木 

 

脊椎外科回診     手術/病棟 

関節外科回診 （クリニックごと） 

手術/病棟     

脊髄腔造影検査・神経根ブロック 

金 

 

スポーツ抄読会・回診 手術/病棟 手術/病棟 

脊髄腔造影検査・脊椎症例検討会 

 外来：AM8:30- 

    手術：毎日（週２２単位）AM8:30-PM4:10 

 

 評価方法 

（１）各研修医は研修到達度の自己評価を PG-EPOC に入力する。 

 （２）研修指導医は研修期間終了時に、研修医の研修到達度を評価する 

 

 

 

 


